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研究成果の概要（和文）：健康保険組合のがん検診案内について、標準型の案内文書と、説得力を高めた改善型
の案内文書を作成した。健康保険組合の被扶養者のうち婦人科検診未受診の人々670名を無作為に2群に分け、そ
れぞれの群に標準型の案内文書と改善型の案内文書を郵送した。その後、受診者の割合を2群間で比較した。そ
の結果、受診率は標準型の案内文書を郵送した群で14.2%、改善型の案内文書を郵送した群で29.4%で、2群間で
有意差が認められた。

研究成果の概要（英文）：We examined the effect of improving written materials in terms of processing
 fluency with regard to encouragement for obtaining breast and cervical cancer screening. We 
randomly assigned 670 women to intervention or control conditions; the 215 who mailed back 
distributed questionnaires were the study participants. A standard leaflet for cancer screening was 
mailed to the control group, while the materials mailed to the intervention group were improved in 
terms of perceptual fluency (e.g., legibility), linguistic fluency (e.g., readability), retrieval 
fluency (e.g., reducing amount of information) and imagery fluency (having recipients imagine future
 behavior and events). The screening rate of the intervention group was significantly higher than 
that of the control group (29.4% vs. 14.2%, p = .007). Improving the processing fluency of written 
materials may be useful for encouraging individuals to obtain breast and cervical cancer screening.

研究分野：ヘルスコミュニケーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は、先行研究の乏しかったヘルス領域における処理流暢性研究の新たな知見を示したことである。社
会的意義は、保健医療従事者がチェックリストをもとにがん検診案内文書を改善することにより受診率を向上で
きる可能性を示したことである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
国民の健康づくりに向けコミュニケーションの重要性が指摘されている。 「ヘルスリテラシー」
と「動機づけのための説得力」は、ヘルスコミュニケーションの両輪である。しかし、社会医
学のヘルスリテラシー研究のほとんどが患者を対象とし、労働者等の患者以外の市民に関する
知見は乏しい。また、ヘルスコミュニケーション研究は「分かりやすさ」を対象とし、「説得力」
の研究は極めて少ない。 
 
２．研究の目的 
「コミュニケーションで労働者の健康づくりを支援する」というゴールに向けて、①ヘルスリ
テラシーと健康アウトカムとの関連を明らかにし、②説得力に配慮したコミュニケーションで
労働者の健康アウトカムが向上することを検証する。 
 
３．研究の方法 
①ヘルスリテラシーと健康アウトカムとの関連に関する研究  
健康保険組合の被扶養者 670 名を対象に、伝達的・批判的ヘルスリテラシーを測定し、婦人科
検診の受診行動との関連を検討した。 
 
②説得力を高めたヘルスコミュニケーションの効果に関する研究  
健康保険組合のがん検診案内について、標準型の案内文書と、説得力を高めた改善型の案内文
書を作成した。健康保険組合の被扶養者のうち婦人科検診未受診の人々670 名を無作為に 2 群
に分け、それぞれの群に標準型の案内文書と改善型の案内文書を郵送した。その後、受診者の
割合を 2群間で比較した。 
 
４．研究成果 
①ヘルスリテラシーと健康アウトカムとの関連に関する研究  
ヘルスリテラシーと婦人科検診の受診行動との間に有意な関連は認められなかった。 
 
②説得力を高めたヘルスコミュニケーションの効果に関する研究  
受診率は標準型の案内文書を郵送した群で 14.2%、改善型の案内文書を郵送した群で 29.4%で、
2群間で有意差が認められた（p=0.007）。 
 
・その他 
インターネット上に流通するがん検診や予防接種の受診行動の障壁となりうる情報を分析し学
術論文を発表した。市民・患者のがん情報ニーズに関する分析を行い学術論文を発表した。統
計データ、体験談、および、体験 談の語り手の立場の違いとヘルスメッセージの説得力との関
連を調査し学術論文を発表した。 
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